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遮水シート損傷部位の補修に関する見解 
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１、 補修方法 

 遮水シート損傷部の補修方法としては、母材の遮水シートと同質のパッチを貼り付けて補修する

方法となります。その際には、シート損傷部位を完全に覆うようにパッチを貼ることが重要であり、

手動式熱融着機による接合では損傷部より 5cm程度以上大きめのパッチ補修となる。 

通常は損傷部をそのままに上からパッチを貼り合わせる。特にシート固定工等が近接している場

合には、損傷部を除去してしまうとスペース不足で貼れないことがあるので、そのまま覆い被せて

補修する。また、損傷部を切除してパッチ補修しても補修全体の品質（遮水性、強度等）は変わり

ません。今回、シート固定工が近接していたため、そのまま覆い被せて補修した。 

 

①損傷部をそのままにパッチを貼り付けた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

②損傷部を切除してパッチを貼り付けた場合 

 

 

 

 

 

※本施設のシート補修に関しては、更なる安全性確保のためパッチ補修は２重で対応していま

す。 

 

 

以上 

 

 

                                             

 

損傷部及び切除した部位はパッチの周囲

接合の内側で縁が切れており、接合強度に

影響はしない 
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